
試験所試作品パイ ロ ット事業  

「テーマ……食卓を彩る竹の番の開発」  

は じ め に  最近のトレンドに「グルメブーム」、「和食の復権」、「懐石風料  

理」、「ホームバテイ」等があり、食も量から質へと移り、演出を重  

視するように変化している。（図1参照）  
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図1．t◆食の時代抄のトレンド   

それに伴って、竹の業界も業務用食器類が伸びているようである。  

（図2参照）   

そこで、本年度のパイロット事業は「食卓を彩る竹の器」をテーマに  

商品開発を行なった。  
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●昭和57年（5年前）  

その他（3％）  

図2．別府竹製品の品種比率の変化（A社の例）   

本事業はテーマに基づいてデザインしたものを、一定数量試作し、東  

京などで開催する展示会場において試験販売を行なう。そして売行きや  

アンケート等から消費者の反響をつかみ、それをもとにリデザインし、  

業界に技術指導をして商品化に結びつけるという内容である0   

流れを簡単に図示すると次のようになる。  

テ  マ  設  定  

デザイ ン・コ ンセプト  

デ  ザ  イ  ン  

試  作  

試験販売によるデータ収集  

デ   ー  タ  分  析  

リ   デ  ザ  イ  ン  

商  品  化  指  導  
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図1で食の分析を行なったが、最近の特質として「食の演出」、r本  

物志向」、「自然志向」、r情緒志向」等が見られる。   

それを踏まえて、   

・新しいスタイルの竹の器の提案   

・機能＋食卓の演出   

・収納、運搬等への配慮   

・エレガント、シックなイメージで’ぉしゃれ－な感じ  

の4点をコンセプトの桂とし、デザイン・試作を行なった。   

コ ン セ プ ト  

コンセプト及び食の傾向に基づき、食卓の場面を想定し、10品種をデ  

ザイン・試作した。（写真参照）   

特に、収納、運搬等への配慮というコンセプトに沿って、柄の付いた  

アイテムは分解できるよう考慮した。   

また、それぞれの品種には個有のイメージを持たせ、ネーミングを導  

いた。   

デザイン・試作  

試作品に対する清費者の反響を調査するため、下記展示会場において  

試験販売を実施すると共に、来場者にアンケート調査を行ない、商品化  

していく上でのデータとした。  

（1）展示会名‥＝1・大分の竹と木のクラフト展  

会 期…… 暗和63年7月8日－20日  

会 場……東京・銀座「松屋」クラフトギャラリー  

アンケート調査数＝… 118枚  

（2）展示会名‥＝‥，88別府のクラフト展  

会 靭…血昭和63年5月12日－16日  

会 場……丸善名古屋栄店  

アンケート調査数…‥192枚  

試験廉売及び  

アンケート調査  

一13一   



芯髄描紺H琳健檻逼喋虫セ  

。こ殉卜勅勘鞄彗玉野只卜恥ヽトで」刃じ看′ブ」ふ吏P嶋簑範餌Qぎ母ヾ∪．ト証耕   

。（栗本PQぷ母ヰ刃雲張岬二トP顧り鳩タ〕吏永塚じ義範朝Q毯騒Q垂皿 ▼爪臣粧  

。ハ只トPQ♂母ヾ領空Y岬鳩。ハ勺卜朝9嶋望張倒Qぎ∪歯髄．竺臣虻  

－の1－  

ト＼り＋ト  坤 」T琵二巳弛州側   

。小判」二隆  

能ぢ学轟已」1｛∴トノPβト朝；申刃二とれ二り鱒鱒樽ざ草準鱒三唱？．トニ匪ゆ疎髄轟Q  

聖獣．懸か 。′句中彗」P恒で誉」．叫旬吏」判二世什樽釈監増催U］ト一心伸張朝Qぎ．望回か  

。二抽トレ二柵U】祖撃．る  

吏P製Q♂母ヾ勾吋吏P鳩簑Q〃車中月中垣刃「嶋9〕′ご．P範吏咲い玉∪虚Q朝＋へ．寸臣頓  

。トP聖霊逓PnN〃PC【。ト側」二蜜窮刃り刃〇．聖ぷ鳩”句境勅てト湘督¢囁だ  

二王塀．吏判っこ抑トトも∩植民OUu史囁の～NQぜ吏PYU】喧P増腫Q－≠－口QU．の臣頓  

ー〓－  

。二杓↑訂崖舶載ゆ堰要。吏」瑚二′恥じ小刃策口嶋R壁轟  

。る小判患量君U一朝■も．望亙圧U】匪町名一．の誕軒  

。るトP巨悪閉廷付則蝕Q吏母嶋．N匡断  



調 査 結 果   前記7ンケトの主要部分である質問8の集計結果を分析すると、特  

に好評であったのは摘み菓、魚菜、フレアプレート、やなの4品種で   

あった。（図3参照）  

・摘み菜 一やさしい感じで応用がきき、分解できるため収納に便利  

・魚 粟  形がおもしろく食卓が楽しくなる  

・フレア〉プレトー曲線が美しく、楽しい雰囲気  

・や な 涼しい感じで夏に合う  

以上の点で好評だったが、まとめると「収納しやすさ」「食卓の楽し   

い演出」「季節感」を消費者は食器に対し望んでいることがわかった。  

また、フレアpプレトは福岡で開催されたPAK’88展でPAK推   

薦賞を受賞し、デザインが高く評価された。   

さらにフレアプレトの編目をあけて軽い感じを持たせたものと、   

大きいサイズのものをという意見が多く出さわたので、リデザインして   

商品化を行なった。   

竹製食器は実用的使い方より演出的使い方の方が適しており、家庭よ   

り料亭などの業務用として多数出まわっている。  

今回の開発は業務用を意識して行なったわけであるが、一般家庭でも   

食卓の演出には強い関心を持っており、一般消費者の竹の器に対する需   

要は期待できることがわかった。  

今後、アンケト結果等のデタを参考に、さらに新しいスタイルの   

竹の器を考えていきたい。  
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▼  

図3、アンケート質問8の集計表（好評回答数）  
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